
採卵鶏ケージ鶏舎における環境調査  

2、ケージ鶏舎の冬季東憩調査と夏季および  

冬季における鶏舎改善後の実態調査  

斉藤季彦・名倉清一  

宮下光男  

汀、測定方法   

1、調査対象渇舎概要  

削定を行なった約舎は、当場南の高台に  

あり図1、図2に示したとおりで、その構造  

の概要は表l把示すとおりの原型で、夏季お  

よび冬季における改進囲は各々囲・量、図】ユ  

に示した。  

t、まえがき   

都下におけるケージ鶏舎の防寒および防暑   

対策の指導技術を確定するため、昭和11年   

匿に当場Bケージ角番を用いて夏季の実態調   

査を行ない、問題点として舎内の通風の改善   

と栢射熱の侵入防止について指摘したか今回   

は冬季におけるA、Bケージ玲舎の実態を訴  

寮Lその間規点を摘出し、夏季および冬季の  

問題点解決のための改尊を若干行なったので  

この改拳後における実態調査の結果を報告す  

る。  

表1  調査 刻令 の 概 賓  

A ケ ー ジ 釣 合   Bケージ鶏舎   
三三 き1∧  
収 容 能 力  116羽   左匠 同 じ   

型  ／ク   

式   軽貴鉄骨（…三三≡去   
竹   

面  横  90．72m2   ／／   

巾  長  さ  6．3mxll．トm   〝  

屋 根 材  ♯31カラー（赤）波形鉄板   ／′  

断 熱 材  ハードボード（厚さ5mm）   ′′  

勾  配   3 寸   ／′  

－ジの配列   ヒナ段2段×4列  
（ト列52葦．1蘭当り8羽）  

壁  席上：ガラス署  
腰下；板無双  

材  
南北両壁．  ■  左に 同 じ   

料   
…訝莞三ま芝三下【慧主管警慧琴  
丁：間口1尚の出入ロあり  
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2、測定項目、測定、測定器具  

1）夏季  

（71、温度分布  

図300中段  

（力 湿度分布  

図3ヰfゆ）中段  

（ウ）通原状況  

（通風率）．  

図3のWrⅥ㌢上、中、下段  

（通風輪道）  

図3のら～§㌘上中、下段  

（ェ上郡断）水分  

図3中将）  

2）冬季  

（7）温度麿化  

■ ∴ 、・  

（イ）温度分布  

∴ミ l、、r、・：、て、：   

け）換気最  

A、B両ケージ粉食  

（ェ）細菌数  

図3のち   

測定に使用した器具ほ、愚弟気象総  

合記録装眉（飯尾電気）、オーガスト  

’乾湿温度計、アスマン通風温郁吐計、   

熱線風速計、自記低湿度酎、照輝寒暖与F．  

計、北川式ガス検知器、赤外線水分計．・・   

■及び線香である。  

－ ∴＋一 

岬  

干
 
 

・  

・．至一盲・仁 

図．5  測  点  
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0禽内温節度の上昇・、囁射熟の侵入防止   

④通風乳通風輪道の改善  

2） 質草把おける改善点  

夏季の問題点改善には   

の屋根裏に断熱材を用い、断熱材と空乳  

層による断熱効果を利用する。  

（例えば天井の設置など），  

（わ屋根机屋根の塗料を白色にしてやけ  

込みを防止する。   

す通風窓を設け自然の風の禽内通風峯と  

通風輪遺の改嚢を関る。   

㊤扇風機、換気扇な用い人工的に通風峯  

通風覇道を改賭すろ。  

なとが考えられるが、15年政について  

t 昭当滴闇＝にカすようたこ通風窓を設置L  

3、視り定期愉  

1〉 夏季  

昭和‖5年7月24日”7月28日  

（飽食改密後の実態調査）   

2）冬季 ∴  

昭和45年2月20日～2月24日  

（落合嚢態調査、間患の摘出）  

昭和16年2月13日～3月29日  

（烏合改善後の実態詭盃）  

Ⅲ 測定結果および考察  

1、夏季における調査  

1）夏季における実態調査の結果と開法点  

夏季におけろ嚢凄調賓つ結果と問題点   

l℃ついてほすでに当場11年鹿試験研究   

報告で報告1．・たので渾種漉ついては省略二   

するがその主薯な問題点は次のとおりで  て実態七調査し   
▲  バ．■  「▼■‾ヽ  あろ。  

／
㌧
 
㍉
・
 
 

図．4  改造前 蜘  
－121一  改造 後辞任¶れ）   



3）夏季の鶏舎改造後の実態調査の結果  

亘）舎内の温度分布  

舎内の偲兜分布については、、  

7月2 射］の午后2時に削転   

L、その結果はE望15に示Lた王  

とおりであるく  

狽り定眉の天候は漕で食外温  

度は33、5℃、…風面ま0、  

5”】、Om／s経であった。  

舎内温度分布の憤向として  

はA、B両ケージ定番とも匠   

昨年Bケージ軸舎で行つ木調   

速と同様托風の人気部匪当る   

ケーーゾ槌傘嘉および南関か低  

く排気郎をて当る酉および北側   

が高い傾向を示している？  

ま…た、A、B両ケージお舎・   

について比較してみろと、栄  

西両面がルーマイトサテンの  

カーテンを巻き上げて、金網  

だけで猟放率の大きいAケー  

ジ麹舎が腰上ガラス忽、腰下  

板無双作りのBケージ勅令よ  

り0、5℃位い温陸三が低くな  

っていろ。  

次忙、昨年行なった調査と  

比較してみると、舎内の温鑑   

分布の傾向は前述のとおり昨   

年と同様の傾向な示Lている  

が、舎内の通風状腰改善をヨ  

525 5全2 l ロ l l l 】 □ ロ 口 5几8 5り．8 l  

図．5 舎内中段の温度分布（℃）  

オーガスト  

Aクーゾ舎  

8ケージ食  

味上115仰l  

晴  
5説5℃  

E．S  

O．5〝1／＄eC  

上  段；  

下．段：  

測  点：  

天  候：  

舎外塩鮭；  

風  向：  

舎外風速：  
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酌に南北両壁面に国1托示したとおり   

通風窓を各2ケ所づつ設けた本年は、  

魯内の隠匿が掃射熱の影響をもつとも   

受けていると思われる午后2時の測定   

にも，かかわらザ、命外温度より1、0   

℃－1、5℃低く、昨年の同一「韓刻で   

の調査で得た舎外が28、6℃のとき   

壷内28、9てン〉2！、5℃と沓内が   

呑外よ、り脱皮が高くなると云う錦舎憫   

途上の欠点はこの改造により、改重さ   

れたものと推測出来、今后これに屋根   

姦断熱材を設けるならば、沌乳状況の  

改薯と頼まってなお一博の防暑効果が   

批徳田来ると思われころ∩  

（2）金円の澤底分布  

舎内の湿蛇分布については7月2．1  

日牛后2時に測定し、そり結果は図6  

に示したとおりでもろっ  

これ把よると舎内湿度の分布傾向は   

昨年Bケージ鶏舎について行なった調   

査結果と似ており、カ俺の西側が高い   

傾向であるか、その差はごく小さく分   

布は均一化されており、この面からも   

通風窓を設けた効果は出ていると推測  

される。  

また前i針）亀鑑と（′）関係からみてあ   

る絶対湿度の恕合、気温が上昇すれは   

相対浸炭は低くなる牽から考えても同   

一時点で測定し舎内温度の高かったB  

ケージ麹舎がAケージ鶴命よりも湿変  

・
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
‥
 
 
 
 
 
 
 
－
 
 

風   

図．d  舎内中段の湿度分布錮   

上  段：Aケーゾ命  

中  段：Bケージ舎  

測  点：床上11知   

天  候； 冊   

舎外湿度； 52％  

風  向： E．S   

舎外風速：D．5 明／駆C  
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が低いと云う暮も当をえた結果と思わ   

れるが杏内では料体や籍糞、その他か  

らの蒸発があるので、絶対湿度が増す  

のが普通で、合内温腰が高いから相対  

湿駿が低下すろと単純に考えることは  

出来ない。  

亘）通風妥  

舎内の通風状蕉については7月21  

日の午前六時30分から10時30分  

の融で倒憧L、各測点での榔定時の舎  

外平均風速を100とした通風薮をとも  

して、Aケージ舎について比国7、B  

ケジノ舎把ついてけ烏司8托示した。  

これを通風腐せ開けていたい昨年の  

傾向と比較してみると、昨年ほ人気邦  

に当る簸ち食の開発部分の通風が良く、  

その対角錦上の北商都分の通風が極端  

托悪くなったのに比べて、通風慮を設  

けた本年は人気部と排気吉江における通  

風泰の差は」、さくなるとともに、後陀  

のべる換気翰道の調査で明かなよう把  

巌舎四隅にあった通風の滞流部分がな  

くなり、平均化されたと云える。  

また、ケージのある中段での追風澄  

も昨年よりは改沓された。  

図．7  Aケージ舎の通風率㈹  

熱線風速計   
数字は上から上段  

中段  
下段  

天  候：暗   

風  向： S“S．E   

舎外風速： 0．4d叫／se℃   

（平均）  
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〔奉通風飴道  

椀香を用いて行なった通風輪道の状   

況は、Aケーノ組合については図9、   

もケージ砲台については図10に示す  

とおりである。  

A、B両ケージ潟沓とも、舎外から  

入った南乃至南東の風は禽内な菌東か  

ら北西に向って斜めに吹き抜けている  

点は昨年の調査と変りないが、南北両  

壁癒に2ケ所づつ設けた抽武志のため  

昨年みられた様な知‡舎の南東、南西、  

北西の三隅での凰の濁流が改嚢された  

点て、包ニF’ヨの院庄、湿度の分痢戊圭一  

化することに役立ったもジ）と推察され  

禽内での嵐の流れが六ム【スになっ如  

夙 に対する感覚塩鮭の点でも大い匠効果  

が上ったものと思われる。  

図．8 】ヨケージ舎の通風率錮  

熱線風速計  

数字は上から 上段  
中段  
下段   

天  候：晴   

嵐  向言 E   

舎外風速： 0．50〝／紀C   
（平均）  
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金7ミ  金アミ   

園．9  Aケージ舎の通風報道  
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金7ミ  （アミ戸）  金アキ  

図．10  Bケージ舎の通風輪道  

－127一▲   
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亘）鶏糞の水分  

鶏糞の水分についてほ7月21日午   

后1時～2時のl主眈各測点の附近10   

羽分働いの糞を混ぜ合せて試料とし、  

赤外線水分計を用いて測定Lた、その   

結射ま図ユ1のとおりである。  

これをA」お両ケ一ジ組合について   

比較すると、Åケージ諭舎才一糞の水分   

か少なかつた、このことほ、Åケージ   

海曹はBケージ摘舎に比べて、缶内亀   

究が低く、また通風状況も良好なため   

嘉島に対する感覚政変が優れ（不快の程   

度が傾い）、扁の飲水罷が少なかった   

こと把信田しているのではないかと推  

察する。  

また、ちケージ柑舎についで昨年の   

調査結果と比較してみると、昨年ほ澱   

低が7G％で最高が87隕とその轟か   

11％もあったが、本年の寄・当査では7   

7．3％から83．0囁とその差が5   

．7％Lかなく、各て軋点での測定値が   

均一になっており、この点でも通風魔   

の設置による象為舎環境の改もに効果が   

あったものと考えられる♪  

なお参考までに平飼鵜舎での糞の水   

分は69．3％であつ・た8  

仙「  
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図．11 鼎糞の水分㈹  

上段 Aケージ‘禽  

下段 Bケージ舎  

天候；清  

風向； E．S  

－128－  



2、冬季紅机ナる訴査   

1）冬季における実態調査の糸．描こと開票点  

（！〕結果  

冬季における合外濫毘と公内中央部  

（床上1」5仇）の一日の混鮭変化を  

2月20日から2月24日までの6日  

蘭について調査し、その糖傑を図t2  

打．また，歯列せ0とした時の各振合  

と明温庄差を囲l3に示した。  

その畠深：   

（7卜一日の温妄三変化は、各日、各測点  

とも匿同じ様な牒び1で教化している  

伸・・一▲口のうちで痘高音領主を記督すろ  

の－：ヒ大体13仇巨15‘手・≡・くつ高で東低  

温良iな言J嘉でるJ）は明け方の’汐時～  

7時の薗である。   

（ウ：・Aケージむノ金の魯内温狛まBケー  

ジ知嚢常比べて、平均L■〔」∵C位い  

低く、合外温症と比べで平均Lて2  

℃位い高かったが、鳩ヶこは告外馳走  

と変らないまでに臥＝三が低下し、特  

に夜両から朝方にかけてJ）東内ぬ漬  

叫圧下がBケー【ジ加東に比べて大き  

かった。   

（ェ）請兼腰晶慄崩じて、Bケ∴ノ姦一台  

の哲西ほ（℃∴）の敵手を二昌脳Lな  

かったが、Aケージ知嚢購（OC一）  

の温度を記鼓した。   

¢〕閂監査  

以上の班充結果から、主な閏適点と  

して次のことがあげられる。  

（7）Aケージ蜘斜吏、夏季における横丁セ   

境ほBケ⊥ジ転喰よりも璧れているが   

冬季におけろ俣鹿性が悪く、これの防  

寒対肇ミを宗孝ずる必要がある。   

川防寒のための松舎改造を行うに11  

壷内の適正換気に筒意すろ必徽がある  

け）保濫のため、餌食の密閉是∫去が増L  

領内の疫瑛および7紙筒の増殖把よる空  

委し♂）汚染が予測され、これしつ対策も同  

時に考える必纂がある。  

2）冬季における故事点  

冬午い問僧点改談にけ  

（り防寒対策とLて、屋根濾、側壁宜脚   

熱再々片十ぺ宣薄絹用い、東プ・tから寒   

貴び）侵入と令内（n暖泉の流出を制限す   

る方法と、積登約忙暦房する方法があ  

るが、15年l引こついてほ園】1に示  

すような、惰単でかつ経済的な飼料袋  

およぴビニールフィルム狂」一別防寒処  

置七冬季低温になろAケー・ジ寅蒜舎につ  

いて行なった。  

甘1射勺空気の汚染防止忙ついて〃．ぱ＝   

1に示す位置紅紫外練碇康殺菌灯（舟   

芝GR－15011≡、姜如灯）セ取付  

けて維菌数を罫事一存Lた。  

ぐわ換気について代、今酌ま鮒1換熱モ   

考えず、自然換気のままとした。   

－129－  
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3）冬季の鶏舎改造後の実態調査の結果  

（り舎内の温度分布  

沓内の温度分布については、モニ  

ターを閉じた■ままの状態にして2月  

13日午后3時に沢Ij足した結果を図1  

5に示した。  

この時果、先に述べた前年冬の突放   

謁査でⅠ吏、Aケータ裏夕食け、Bケージ   

毎食に比べて常に舎内温鑑は低かった  

が、今回の毎食改造の結果でこれが逆  

になりAケ“ジ短告がBケージ短命忙   

比べて－まl．5℃泣い高いと云う結果  

を示L、炉】8に示した一日を掩じて  

の混乱変化も、前年の貴一三凍と比べて撚一  

≧司カ1らi揖テプ汗ニカーけて告ヰ津加配訂の浸  

下が緩慢であり、園17忙示したBケ  

ージ蜘舎の保温性よりも極れた練武を  

示した。  

また、越16け．Aケージ諒缶のモニ   

ターを閉じ抱合打如から飼料袋く3枚   

委ね）で紙張りし命内密閉既な塘し、  

Bケージ入・カ童？lまモニターを閉じたのみ  

にして2月19己午后3時に桝偏した  

結果な示した。  

この結果、Aケージわ領収ついてモ  

ニター郵に紙張りをしなかった時把比  

べてより一柳束温効巣が増大し、その   

分楯状況も、より均一になっている。  

また、保温性の効果については囲1  

9に示した一日を通じての温度変化と  

舎外との温度差からみても明らかであ  

る、ただこの均合、保温性の点でほ効  

果が上ったが、後述する換気長の点で  

は、かえって燕い結果を招いており給   

食的に判断するならば、自然換気を行  

う場合はモニター部まで優ってLまわ  

ない方が良いと思われる。  

さら托、保睨に当っては舎内港産が  

5●c以下托ならないよう、またなるべ  

く急激な温夏変化を与えないようにす   

ることが軸の生産性からみて室賀とt，  

されていろのでこれを考賭した保侭と  

日中煎比が15T以上托もなるような  

E頼まモニク←などを廉けて舎内の没責三  

を詞蘭すろなどが必零と考える。  

（カ換気豊  

換気靂の測定には、舎内でドライア   

十不を気化LC呼発生きせ、Åケ‾   

ノ′含についてもiモニタを銘じさらに   

この部分に節j料袋（3枚）霞ね）な張つ   

て密閉し、出入口の匪「這jが主たる換気  

口になっている場合と、モニターを閉   

じただけで、 この綴】石と出入口の樵「白j  

が主たる換気口になっているゴ彰ラ合の2  

阿、Bケージブこ≒‡台については、毛声ク  

ー、出入ロ、蘇、板無双部は全て閉じ   

てはいるが、これら全ての躍蘭が禎廃  

口匪なっている状態についてその濃†k  

の変化を北川式ガス検知管により測定  

し換穿．量を算出して関20に示した。   
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産れるへで、．－Aケ≠ジ腐食忙断聴く′東芝G  

、R－1501E。100V，15W）を舎  

内通路上8ケ所（床上210C孤）に取付て、  

3月28日午前10時から3月29日午前1   

0時まで6時li昌Ⅰおきに1時向，1日l回照射   

で、照射直前直後と中槻時点に落下法により   

・普通寒天培地に採取し38℃で21時倒培養   

後の細菌のコロニー数および腰閣の種類につ   

いて銅盤し、無処置のBケージ知命と比較検   

討L、その結果を図21に示した。  

その結果、菌の種類としては、ブドウ状球   

菌がほとんどで、ごく」＼数の緑膿菌が含まれ   

ていナこe  

次に、A、B両ケージ毎禽缶jの謝辞のコロ   

ニー数を比叙すると、保温のために鞠奮密閉  

鮭の高いAケ∬ジ鈎舎が予想どおり多かった   

また、殺菌灯照射による殺菌効果は、ごく   

短時制の今回の失放からははつきりわからな  

かったが、鰍塾のコロニー数ほ毎が活㌶し舎  

内空気の；んきの激しい長軸に多く、如のねむ   

っている夜悔が少なかった。   

夜周点灯直後の細菌のコロニー教が点灯直前  

よりかえって増えているのは、殺菌灯の点灯   

で沓内か相当明かるくなり、群が清三功してい   

たためと思われる。  

なお、16年正においては今回の調査結果   

をもとに、Aケージ料禽の飼料袋を利用した   

断熱、保温処整の上托史に断熱材のグラスロ  

／ウール（厚さ50潤爪）を張って夏季の防暑  

冬季の防寒に対する効果を、また、夏季は属   

この結果、一般に麹の必要換気畳と   

されている1羽1時陶当り1．13ガ   

を基準とすれは、Bケージ潟舎につい   

ては720．18記／30mi－1で40   

0羽収容としての必要換気畳336ガ   

／30minの2倍強把当る換気貴があ   

り、、また、Aケージ料金についてもモ  

ニター部を紙で覆わない場合は、73   

6．6i〟／br亡100羽収容の必贅   

換気構672ガ／hIを充分に満たして  

いる。  

しかし、モニター部まで紅で積った   

場合は276、67材／hの換気激し   

かなく、換気量は不足しており、保温  

効果は高くても薙令環境としては不適  

当であると言う結果を得た。  

なお本試験に供試したA、Bケーヅ  

励舎はモニター部がステイデング方式  

となっており、冬季は通常の墟合閉め   

ておくので本試験の冬季剥査はすペて   

モニター 部を閉めで実施Lている、一  

般のケージ軸合の開放式のモニター部  

の場合はわずか托すきまのある板張り  

にするなどの処置が必要と思はれる。  

（り舎内の欄菌数  

保温のため把行なった曳舎の改造で  

知合の密閉度が増すにつれ自然換気を  

行う壕合、換気景測定の結果からも禽  

内の換気畳が相当落ちるヱとがわかり  

舎内の空気の汚れ、細菌の増加が予想  

－118－・  



．が副射熟わ彰響をもつとも受けていると   

恩ほれる午后2時の測定で昨年は舎円温ご   

虞が舎外よりも高くなったが通風窓を設   

けた本年は舎内患痙ほ番外より低い結果   

を得た。  

またA、B両ケージ食間については、  

束■西両側面の開放度の大きいAケーブ 舎  

がBケージ舎よりも全般忙低い温妊を示   

し後で述べろ通風状態からみてもAケー   

ジ舎は鼻向の構造ヤあると言えろ。  

2）舎内の湿度分布も11年鍍の結果と比   

べ通風や隠匿状況の悪い西側が高くなつ  

ているが、各測点簡の差はごく′j、さく1  

1年庇よりも分布状態が均一化首れた。   

なおA、B両ケージ禽を比較すれはB  

ケージ舎が若干低かった。  

3）追風賽についてほ、個々■の測定値に対   

する舎外風速がたえず変化Lているから   

正確な比熱ま困難であるが、通風窓を設  

けた本年は44年圧に比べて合内の風の  

流れがより均⊥化され、特にケージや勤  

体など障害物のある中段（床上釣110  

α）の通風状憾がJ4年痩より改脅され   

★＝弓。   

また通風輸道は14年淀は南東、南西  

北西わ三隅托凰の補流した部森が本年は  

通風忽を設けたことで解消きれた。’この   

ことiまぬ庄、湿度、鵜に与える感覚濫盤   

の面にも大きい効果を＿上げたものと推察  

される。   

凰機托よる舎内通風改音、冬季は換気照i∴い  

忙よる強制換気などについて調査を実施  

する計画である。  

また、本鯛査を実施するにあたり、多   

■大の御指導をいただいた東京農玉大学の  

森田教授並びに太田助手、東京都家畜保   

健衛生所の方々忙対L深く感謝の意を表   

する次簸である。   

衰 約  

l、 夏季調査  

料均既設の両横90．72〟（6．3   

わ×11．1m）収容羽数116羽のケ   

ージ勅令について昭閲＝1年産屋季に勅  

令内の褒横調査を行い、この鮎食の構造  

上の欠点として、夏季の主風向が甫又ほ  

南東であるのに対しで鶏舎の南、北側は   

璃口1聞の出入ロ（夏は納戸にする）以   

外がカラー鉄板茸になっており、風の流  

れをさえぎり通風状態を悪くLている点  

を指摘したが、本年はこの点を改めるた  

め南北両面托85C耽×175の陀の通風忽  

な2ケ所づつ嘗†1ケ所をケージの高きに  

合せるよう床上50C机に設けた、東西両  

側の構造か全面ルーマイトサテンと金網  

になっているAケージ舎と、腫上がガラ  

ス窓、勝下が板無双叱なっているBケー  

ジ舎について調査を行ったその結果の大  

寧は次のとおりである。  

1）舎内の温度分布ほ41年庶の実態調査   

の結果と比べてその頃向は変らなかった  

・－149－－  



．．ゝ L：   

■  
．廃った場合は、舎外との温度差は舎内中   

央部で5．5℃ぐらいあり一層の保湿効  

果【まあったが、後で述べる換気の面から   

モニター部を完全托智閲しない方がよい  

と思われる。  

2）舎内換気量はBケーゾ合は720．1   

8ガ／a Omir貯iOO羽収容として必要●   

換気畳の約2倍強にあたる換気景があり、   

Aケージ舎の場合モニター部を紙で倭つ   

た時は276．67ガ／hの換気盈で40   

0羽収容の必饗換気免は672椚ソhrご   

あるから不足し、モニター部を紙で覆わ   

ない時は736．64㌦／bの換気畳を   

示し必要紫を藩しノていた。前述の保湿効∴   

呆とも併せ考えた場合、モニター節がスノ   

ライデング方式の場合モニター部を閉じ∴   

た程度とL、完全密閉Lない方がよいと  

思11れる。  

なおスライデンク方式でないモニター  

部の場合は、わずかにすき励のある板張  

りなどにすることがよいと推察きれる。  

3）舎内空気の細菌数はBケージ舎よウA   

ケ叩少食が若平多く一、蘭の縛獅ほ雅んど   

才ドゥ草野革で、古く小野の緑膿菌が含  
まれていた。  

嘉島毎転よち殺菌劾鱒は鯛の調査では   
廃滅出兵なかち綻ご1ト ー′▲  

以走欄発かか冬季の保温にlま換気集およ  

び車内空気？汚染誓鱒草し葎轡声草根泰程  

よび側壁匿紙およぴF千丁ノワァイヤ千年ぎ  
，・tJ、▲．．バ′  

モ空気薩を作ることは舎内の保温に有効と  

思われる。   

4）莞の水分については、11年庭’主比’長㌦Ⅴ↑  

て湿度や、通風奉同様、各測点間の差が  

ちゞまり均一化された、またA、B両ケ  

ージ緬な比べると、舎内温度が低く、簸  

令嬢進も開放的なAケージ舎の鶏糞の方  

が水分含量は低くなっている。  

以上の結果を綜合して勅命の南北両面に   

通風窓を設けた粗食改造は、舎内の湿度   

湿蝮の分布、通風状態によい効果をもた   

らし夏季忙おける舎内項堰の改題k役立   

うものと思われる。  

2、 冬季調査   

既設のケージ鮎禽で構造の若干興るA、   

も両ケージ舎についてj5年冬托その舎  

内泡庄の変化について実態調査を行った  

東西両側面が金網とルーマイトサテン作  

りのAケージ食と、東■西南側面がガラス  

窓と板無双作りのBケージ舎を比較しA   

ケージ知合の保温性わ悪さが指摘された   

が本年度（i6年冬）はAクージ岳に虚   

根蒸全面と南北側壁に飼料紙袋を用ぃ、   

東西側面にビニールフィルムを利用して  

7用めら10仰の空気層を設けた保温処   

置を行ぃ、その効果につぃて検討した患   

呆は次の過少である0  

1）■禽内の塩鮭については、前年度保泡状   

態が悪く、常にBケ⊥ジ舎より禽内泡嫁   

の低かったAケージ金が遜に高い温度を   

保つようになり、禽外との温虻差は舎内   

中央部で4．5℃ぐらいあった。  

なおAケージ舎でモニター部托も耗を  

－150－  




